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が母子間での叱りの評価に及ぼす影響

阿部晋吾（関西大学）

キーワード：

阿部（2019; 日本心理学会学会発表）は，叱り

に関する先行研究で用いられてきた項目を整理し

た上で因子分析を行い，叱りの評価次元が“関係

志向”“加罰志向”“改善志向”の 3 因子構造であ

ること，また，母親は子どもよりも，自分の叱り

の関係志向と改善志向を高く評価しやすく，加罰

志向を低く評価しやすいことを明らかにしている。

このような認識の差異は母子それぞれの個人特性

によっていっそう広がり，母子関係に悪影響を及

ぼす可能性も考えられる。そこで本研究では母子

間での叱りの認識に影響を及ぼす個人特性として

Dark Triad（以降，DT）を取り上げる。DT は，反

社会的な性格特性として知られる，マキャベリア

ニズム，サイコパシー，自己愛傾向の 3 つの総称

である（Paulhus & Williams, 2002）。DT は多様な

行動との関連が示されてきているが（たとえば

Furnham et al., 2013），子育てや母子関係との関連

についてはまだ十分に検討されていない。阿部・

太田（2014）は，教師からの叱りが中学生の援助

要請態度に影響すること，そしてその影響過程は

自己愛傾向によって異なることを明らかにしてい

るが，自己愛傾向だけでなく，DT の他の二つも，

叱り方やその受けとめ方に関連する可能性がある。

方 法

調査方法および調査対象者 2018 年 10 月に Web
上で調査を実施した。調査会社（株式会社クロス・

マーケティング）を通じてモニター登録者に調査

依頼し，中学生（1 年生男 78 名, 女 73 名, 2 年生

男 73 名, 女 64 名, 3 年生男 66 名, 女 63 名）とそ

の母親の，計 417 組の有効回答を得た。

質問項目 DT: 日本語版 Dark Triad Dirty Dozen 
（田村他, 2015）を使用した。選択肢は“1.全くあ

てはまらない”から“5.非常にあてはまる”までの 5
件法である。マキャベリアニズム，サイコパシー，

自己愛傾向それぞれのα係数は，母親はα= .83,
.68, .80，子はα= .84, .75, .83 であった。叱りの評

価: ふだん，どのように子どもを叱るか（母親へ

の質問），母親からどのように叱られるか（子ども

への質問）について，阿部（2019）の分析結果か

ら得られた 3 因子 29 項目を使用した。選択肢は“1.
あてはまらない”から“5.あてはまる”までの 5 件法

である。関係志向，加罰志向，改善志向それぞれ

のα係数は，母親はα= .82, .87, .86，子はα= .85,
.89, .84 であった。

結果と考察

DT が叱りの評価に及ぼす影響 構造方程式モデ

リングによる APIM（Actor-Partner Interdependence 
model）を行った（Figure1）。なお，図では簡略化

しているが，実際には母子それぞれの DT および

叱り評価の各 3 因子をすべて同時に並列させ，そ

の間に共分散も設定した上で分析を行った。

Figure1 DT が叱りの評価に及ぼす影響（APIM）

母子それぞれの DT から叱りの評価へのパス係

数を Table1 に示す。

Table1 DT から叱りの評価へのパス係数（APIM）

母親のサイコパシーは母子それぞれの関係志向お

よび改善志向と負の関連がみられ，母親の自己愛

傾向は母子それぞれの改善志向と正の関連がみら

れた。また，子のサイコパシーは母子それぞれの

加罰志向と正の関連がみられた。一方，母親のマ

キャベリアニズムは母親の関係志向と正の関連が

みられたが，子の関係志向とは関連がみられず，

子のサイコパシーは子の関係志向と負の関連がみ

られたが，母親の関係志向とは関連がみられなか

った。以上より，母親のマキャベリアニズムの高

さと，子どものサイコパシーの高さは叱りの関係

志向の認識のずれを大きくすることが示唆された。

マキャベリアニズム（母） .21 ** .03 -.15 †

サイコパシー（母） -.26 ** .12 † -.15 *

自己愛傾向（母） -.13 † .10 .19 **

マキャベリアニズム（子） .05 .03 -.03
サイコパシー（子） -.09 .14 * .00
自己愛傾向（子） .02 .09 .01

マキャベリアニズム（母） .12 .09 -.12
サイコパシー（母） -.18 ** .06 -.14 *

自己愛傾向（母） -.06 .12 † .20 **

マキャベリアニズム（子） .12 -.10 -.06
サイコパシー（子） -.24 ** .15 * -.10
自己愛傾向（子） -.01 .12 † .04
** p  < .01, * p  < .05, † p  < .10

関係志向 加罰志向 改善志向

叱りの評価(母)

叱りの評価(子)

関係志向 加罰志向 改善志向
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大学生の自立性と生き方志向との関連について
―中日国際比較―

○王 之瑶（名城大学） 塩崎万里（名城大学）

キーワード：大学生，自立性，生き方志向

問題と目的

自分の現在の状態をどのように捉えてい

るか，またどの程度自立しているかというこ

とと，自分の将来についてどのような生き方

をしたいと考えているかは，これから社会人

となっていく大学生にとっては重要な問題

である。神谷（ ）は，青年期における心

理社会的発達の中心的課題としての自立概

念が変化してきていることを指摘している。

また，経済的発展により，若者の生活が豊か

になり，自分が求める生活スタイルを求める

「生き方志向」を追求しようという欲求が高

まりを見せてきたとも言われている（三

川 ）。この「生き方志向」は「ありのま

まの自分を受け入れる」自己受容（沢崎 ）

とも関連があると考えられる。

本研究は，大学生の自立性という側面に着

目し，自己受容が生き方志向にどのような関

係があるのかについて検討することを目的

として行われた。

方 法

研究対象は日本の在学の大学生であった。

今回の調査は質問紙を利用して，質問項目を

作成した。そして，授業中に配布して，その

場で記入してもらい，回収できた数は （男

性 ，女性 ），平均年齢は 歳であった。

質問紙は，以下の つの尺度によって構成さ

れた。自立性尺度（ 項目）は高坂・戸田（ ）

を参考にして，新たな質問項目を作成した。

生き方志向尺度（ 項目）は三川（ ）を

参考にして，新たな質問項目を作成した。自

己受容尺度（ 項目）は，櫻井（ ）のも

のを使用した。

結 果

自立性尺度の因子分析（主因子法，バリマ

ックス法）を行ったところ，因子負荷量が低

い 項目を削除して， 因子が抽出された。

第一因子を「価値判断・実行」（α＝ ），

第二因子を「親への依存」（α＝ ），第三

因子を「自己統制・客観」（α＝ ）と命

名した。

生き方志向尺度の因子分析（主因子法，バ

リマックス法）を行ったところ，因子負荷量

が低い 項目を削除して， 因子が抽出され

た。第一因子を「学習観」（α＝ ），第二

因子を「ライフスタイル」（α＝ ），第三

因子を「結婚観」（α＝ ），第四因子を「就

職観」（α＝ ），第五因子を「他者援助」

（α＝ ）と命名した。

自己受容尺度の因子分析（主因子法，ﾊﾞﾘﾏ

ｯｸｽ法）を行ったところ， 因子が抽出された。

第一因子を「全体としての自己の受容」（α

＝ ），第二因子を「望ましい自己の受容」

（α＝ ）と命名した。

自立性尺度と生き方志向尺度の下位因子

間の相関を求めると，「価値判断・実行」と

「就職観」（ ＝－ ， ＜ ）との間には

弱い負の相関が認められた。「親への依存」

と「結婚観」（ ＝ ， ＜ ）との間には

正の相関が認められた。

考 察

分析の結果，日本の大学生の「価値判断・

実行」が高いほど，「就職観」（就職する意識）

が低いという結果が得られたが，これは，古

市裕一の研究結果とは相反するものとなっ

た。「親への依存」が高いほど「結婚観」（結

婚を望む意識）が高いという結果が得られた

が，これは，竹原・三砂（ ）の研究結果

とは相反するものとなった。この点につぃて，

生き方の多様性がますます尊重されるよう

になってきた今日，結婚，就職などのあり方

も大きく変化してきているため，ここで今一

度，結婚，就職というものの意味から問い直

すことも意味のあることであろう。

今回の調査をもとにして，質問項目をさら

に厳選したうえで新たに作成し調査対象を

増やして日本と中国の大学生の国際比較研

究を行いたい。
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